
我が国が自存自衛のために戦わざるを得なか
った大東亜戦争に、我が国は「東亜諸国の解放」
という大きな意義を抱いていた。それは、日本
人の共通の情念であり、玲持でもあった。
大東亜戦争により、ミャンマー、フイリッピ
ン、ベトナム、カンボジア、ラオスが独立し、

戦後、インドネシア、インドが独立し、更にア
フリカ諸国独立の大きな流れとなった。

平成19年8月、安倍総理（当時）はインド
を訪問し、インド国民軍（INA）を率いて日本
と一緒に戦った、祖国解放の英雄チャンドラ・
ホースの遺族と会った。「英国統治からの独立運動を主導したホース氏の強い意志に、多

くの日本人が深く感動している」と語る安倍首相に、ボースの姪にあたるクリシュナ・
ボースさんが、「日本の人々がホースの活躍を覚えていてくれるなら、私たちインド人も、

英国の植民地支配に抵抗するため、ボースがインド国民軍を組織したことを支援したの
が日本だったことを思い出すべきだ」と応えたという。
この日本人こそ、藤原機関を率いた藤原岩市であった。

第二回（平成28年12月11日）は、「インドネシアの独立と聖将今村均」です。

講　師：岡　田　幹彦　先生
日本政策研究センター主任研究員
月刊『明日への選択』に人物伝を連載するとともに、
全国各地で講演活動を展開。　著書に『二宮尊徳』
『東郷平八郎』『乃木希典』『維新の先駆者』などの外、
2年にわたって産経新聞に連載された「元気の出る
歴史人物講座」103話を単行本とした『日本の誇り
103人』がある。

日　時…平成28年8月20日（土）
18：00開場　18：30開会～20：30閉会

会　場…かでる2．7　710会議室（7階）（札幌市中央区北2西7）
参加費…1，000円（資料代等として、）
主　催…　日本会議北海道本部（事務局分室血011－209－3022）
（企画運営…公益財団法人新教育者達盟札幌支部（血011－667－6594））

※参加申込み書※
☆　宛先　FAX Ollゼ09－3023（日本会議北海道本部分室）
☆　参加費は当日、会場受付でお支払い下さい
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